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iましカ〈き

昆虫を中心とする節足動物が生産する生理活性物質の研究は、古くから行われている。

しかしながら、同種他偲体に作用するフェロモン、天敵に対する防御物質、または毒素の

構造決定についての研究が中心であった これに対して、本研究では、様々な生理活性を

植物や動物に出き起こす節足動物由来の化学物質に注目し、以下の三つの点に注目した。

すなわち、アワヨトウ幼虫唾液中成分で植物に花の香りに似た揮発成分を放出させるコニリ

シター volicitinの生合成、ヤドクガエノレの毒として知られ、人に対して強心性活性を持つ

pumiliotoxin類の起源、及びアトピー性皮膚炎の患者に特異的に顕著な湿疹を発症させる

コナダニ由来の低分子化合物 α-acaridialの類縁体の生理活性である。これらは、節足動

物由来の化合物が動・植物に示すユニークな生理活性とその起源に着目した研究で、基礎・

応用面で価値の高い研究に発展しうると考える。

1. 昆虫由来のエリシターの生合成と生理活性

植食者に食害されたトウモロコシ・ワタ・タバコがテノレペンなどの揮発成分を放出し、

天敵はこの“匂い"を寄主の発見に利用するといわれている。驚くべきことに、鱗麹目昆

虫幼虫の唾液中から、トウモロコシに揮発成分を denovo合成させる活性成分が同定され、

volicitinと命名された。しかし、何故鱗麹目昆虫幼虫が自分の生存に不利ロ働く volicitin

を持っているかと云う根源的な間いについては、明らかにされていなし 10

そこで、本研究では、 volicitinの生合成メカニズムの詳細を明らかにすることで、幼虫

自身にとっての volicitinの生理的意義の解明を目指した。先ず、ハスモンヨトウの中腸組

織を用いた volicitinの invitro生合成を確認した。また、 17位の水酸基の立体化学を S

一体と決定した。一方、 volicitin類縁体の揮発成分放出活性の構造活性相関も調べ、アミノ

酸部位が活性発現に重要であることを見出した。更には、オオタバコガに食害されたトウ

モロコシ葉から生物微弱発光を検出するとともに、その吐き出し液が、発光を誘導するこ

とを確認した。

2. 強心活性を示すヤドクガ、エルの pumiliotoxin類の起源

パナマ地峡に棲息するヤドクガエノレはバトラコトキシンをはじめ、有毒なアルカロイドを

皮膚から分泌する。フグ毒と向様に、その毒を餌から入手しているとされる。事実、それら

のアルカロイドの大半は、現地の小昆虫類、アリ、ヤスデ、テントウムシが毒の起源である。

しかし、プミリオトキシンという一群のアルカロイドの起源は不明で、あった。

ササラダ、ニ類オトヒメダニ属の一種の分泌物を調べていたところ、プミリオトキシン類の

存在を発見し、有機合成により確認した。ダニ類からヤドクガエルの毒が見つかったのは世

界で初めての報告となった。ヤドクガエルの腎内容物にはダニ類も多く見つかることから、

プミリオトキシン類はダニ類起源であることが強く示唆された。吏に、若虫のタ守ニにはその



アルカロイドは検出されず、成虫になって初めて見つかることから、ダニ自身がプミリオト

キシン類を合成していると結論した。

3. アトピー性皮膚炎の患者に湿疹を発症させるコナダニ由来の低分子化合物

アトピー性皮膚炎劇症例では血清中の IgEの 870/0が室内塵性ダニのコナヒョウヒダニ、

ヤケヒョウヒダニに反応することから、ヒョウヒダ、ニ類の糖タンパクがアレノレゲンと考え

られてきた。しかしながら、皮膚科学的には、 IgEによって誘導される湿疹病変は例が無

く、アレルギー反応と病症との関連に、矛盾が指摘されていた。一方、最近、ダニのアセ

トン抽出物が皮膚炎患者の健全な皮膚に湿疹を誘導することが判明し、これまで考えられ

てきた糖タンパクによるアレルギーとは別に、ダニ由来の低分子化合物による湿疹誘導の

可能性が示唆されている。

室内塵性ダ、ニの一種オオケナガコナダニから同定された新規化合物 a-acaridial がア

トピー性皮膚炎患者の健康な皮膚に、市販ダニ抗原よりも明瞭な湿疹反応を引き起こすと

いう臨床上重要な生理活性を発見した。 α圃Acaridialの類縁体がアトピー性皮膚炎発症物質

である可能性は高い。

本研究では、 α-acaridialの類縁体 S-isorobinalをネダニの一種 Rhizoglyphussetosus 

の性フェロモンとして同定した。また、未同定種が多い室内塵性ダニのコナダ、ニ類の同

を簡便にするため、 ITS2領域を用いた分子系統樹の作成も行った，/
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